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◇　プログラムライブラリについて

　　新システムでのプログラムライブラリの利用について，以下に，1）九大ライブ

　ラリ，2）富士通提供のSSL，SSL巫，およびアプリケーシヨンプログラム，

　3）SPSS，4）名大SSL，に分けてお知らせします．

1）九大ライブラリ

　　　九大ライブラリのなかで，11月1日より使えるものを表ユに示します。

　　この表にのつていない九大ライブラリについては，現在，書き替え作業中ですの

　　で，終わりしだいセンターニユースでお知らせします．

　　　なお，九大ライブラリを利用する際には，つぎの点に，ご注意ください。

　　i）FACOM230－75（以下，　F－75と略称）とFACOM　M－190
　　　　とのハードウエアの違いにより，F－75の計算結果よりも，精度が，単精

　　　　度の場合，約1～2桁，倍精度の場合，約2～3桁悪くなります。そのため，

　　　　利用者が引数と一して，収束判定値を与えるときなどは＋分注意してください．

　　ii）実引数として，文関数名や組み込み関数名を書いてはいけない．これについ

　　　　ては，広報Vd．1⑪，No．3，別冊　新システム特別号のFORTRAN

　　　　を参照してください．

九大ライブラリの詳細な利用法は，利用の手引「ライブラリ編」を参照してくだ

さい．
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2）富士通提供の8SL，　SSIL∬，およびアプリケーシヨンプログラム

　　　封一一75で使用できたものは，新システムにおいてもほとんど同じように

　　傍ウます。伸用できるプβグラムは，広報，V◎1．ヱ0，　No．3，別冊　新

　　システム特別号に付表としてのせていますので，それをご覧ください。

3）SPSS
　　　SPSSは，従来京大セソターより譲渡してもらつたのを九大ライブラリ

　　として登録していたものですが，SPSSの管理がChiCago大学から
　　SPSS　Inc。という企業体に移つたのに伴つて，ライセソス契約の問

　　題が起こり，そのまま従来のやリ方で使用するわけにはいかなくなりました．

　　そのために，しばらくは現在F－75が稼動している名大もしくは北大セン

　　ターを利用していただくようにお願いします．あしからずご了承ください。

4）名大SSL
　　　名大SSLについては，アセソプリ言語についての互換性がないため，新

　　システムでは使用できません。この中の優秀なプβグラムについては，いず

　　れ使用できるようにとその措置を考慮中です．

表1．九大ライブラリ

鱒 IDコード 内　　　　　　　　　　容

4 C2／SANJ　I　， 複素係数3次代数方程式

｝57 C2／G日AEFsl高次代数方程式　Graeffe　Modify法

58

…

C2／ORA£FDl高次代数方程式　Grae｛fe　Modify法　　　　　　’

7
C3レセNDs　i累積正規分布関数　　　　　　4

｛59
　　　　　　　　　　　一　　●　一　一　　　　　“A　－　　　　　・

c紗脚　i誤差関数，余誤差関数
65ic紗㎜、　｛　　　　　　　　　べ一タ関数　　　　　　　→

661C統BET　　i不完全べ～タ関数　，

34｝

ic7／P（晒ELL｝関数の極小値　　　　　　　，

181D1メOG」Q
　　　　　　　　　　　　　　一　　　一．　．’・　⇔～▲「．　・　　一一←　　一一■←

Gauss－Jacobi積分公式の係数　　　　　　　　．

20｝Dユ／瞼田穣
数値積分　Romberg法　　・

21　D㎞4BGD　　　　　　　、 数値積分　孔。mberg法

161 D1！4DBLEXP 二重指数関数型数値積分公式
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鷺D一ド　　；「　　一容　　「
1　1F汐H班磁｛

‡

180F2／舶QS

i81　F2／卿
t

8　F2／抽QOS

8　F2／HHQOD

複素共役行列の固有値および固有ベクトル

室対称行列の固有値・固有ベクトル　QR法　　　　　　　　｛

実対称行列の固有値・固有ベクトル　QR法

複素共役行列の固有値　Q且法　　　　　　　　　　　　　　｝

複素共役行列の固有値　QR法

9F4／GSR酬S　連立一次方程式　Gauss－Seidel法

｛10F4／GSR民ND　　連立一次方程式　Oauss－SeideI法

1141｝蹴UD必cs ▲竺一塑蛭L噸法（反徽良）　　・蹴㎜漣立一次方程式1　　　　　　　　　　　　　’i461G1／伽丁（孤12×2の表の解8r
一→　．　、　．　，　一＿　　．古　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿～　．一＿一一

　　LU分解法（反復改良）　　　　　　　…
　　　　　　’　　　　，　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丙A　　　　・■一■’●　　　　　」　　　　　　　　　　　一　　　　い

｜12gl　G5パ四ST2 ｝一様乱数検定（皿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

132：
　　　　　　　‘
G5／㎞2　　i一様乱数発生

133，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

醐㎜2声乱数発生（繍度）　’　一一
ユ34iG助㎜2　狂規乱数発生

…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿噂＿＿＿＿＿＿■＿－145・G碗、YOO　…栄養調査統計紅び解析　　　　　　　　　i　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

131JQレMPTCS 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝行列の印刷（複素数）　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

14｝」（ンMXPTS ｝行列の印刷（実数）　　　　＝
47bσ勺㎜一グラフの印刷 　　　　｜

　　　　｜一一　「　　　　ミ

｝

520Qレ腰rER 1花文字の印刷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

91 Y1／蹴LC3
格子定数の決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

99 Y1／bTR3 単結晶強度データ処理　　　　　「
1ヱ01

　　　　　・’
Y1！含（舩

　゜’　　　　　　　　｝　“一一　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　剛｝一

翻蹴因子の纏と鞠ストの作表
102 Yル砲FR5 一般フーリエ合成および構造因子　　　　　　　　　　　　　i

103 Y1／RSSLA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一結晶構造因子の計算　　　　　・・

1◎4 Y1／］DLS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一→対角近似，等方性最小自乗法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
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一一　　　｝一一　　　　　　　　　　　　　　　｝

i伴竺斗窒竺L≡遡旦塑乗法一一一

一一一　　　　　　　　　一一一一一一一一一一吟’　・…一一・一一一

；　　｝

‘10giY1／斑）A4　　　原子間距離および角度

1、1。…Yぬ醒｛分子の購鏑
一」＝　　　　　　　一一一一一…一一一一一一
’112　Y1／｝｛BLS　　｝プロツク近似最小自乗法とフーリエ合成　　　　　　　　　i
←　’　　一一一…寸　　……｛一一『…一…”一’”“…　　吟一｛》一　　　　　　　　『
146　Yヱ／Apぴ∫　　i格子定数の精密化および反射の理論的再生

芦　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’一一　，一一

148　Yレう磁px　l規格化構造因子（E）によるフーリエ合成
←一一一一一一炉一一一←一一」一一一一・一・・一一“←一一・・一・一一一一二←一〔一一一一一一一　，　《一一一＾・一｛

江5◎　Y1／撤PH　　i原子間距離，原子価格，平面方程式等

i4・Y鋤竺＿已竺塑越魎竺竺テ竺塑三体行列隷」
i135　Y鋸S肌、｛謝・鋤子鞠鰍　　　　　　　　1

｛ご竺⇒蹴動竺関蜘る三体行タ願　＿」
iヱ3？lY3／SHL3　　　」－」結合殻模型における二体行列要素　　　　　　　　　i
←　γ一一…㎝一三一｝一｝～　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　…「

攣竺一’ゴ竺媛璽！竺≡とtype竺竺一叫

」

　　｛
121iY4・悟魎 行列の入力

」　　　　　　》

料竺ABF’
　　　　　　一一　‥■　　　　｛●’　一一一一　　　　一　一　一　一一．　■●　　か一層A　　＾・’→　　・　一

多原子分子の規準振動　結果の印刷

幽杣惚P 基準鉤PEDの印刷　　　　　　　　」
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